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(百万円未満切捨て)

１．平成30年６月期第１四半期の連結業績（平成29年７月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年６月期第１四半期 753 △6.4 △138 － △141 － △92 －

29年６月期第１四半期 805 △17.7 △26 － △23 － △22 －
(注) 包括利益 30年６月期第１四半期 △91百万円( －％) 29年６月期第１四半期 △22百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年６月期第１四半期 △17.74 －

29年６月期第１四半期 △4.55 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年６月期第１四半期 8,775 997 10.9

29年６月期 6,399 1,120 16.8
(参考) 自己資本 30年６月期第１四半期 954百万円 29年６月期 1,077百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年６月期 － 5.00 － 6.00 11.00

30年６月期 －

30年６月期(予想) － － － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

(注) 平成30年６月期の第２四半期末（中間）および期末の配当金につきましては、現在はまだ未定です。
　

３．平成30年６月期の連結業績予想（平成29年７月１日～平成30年６月30日）
(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,985 8.1 269 5.1 232 8.1 139 16.8 26.90

通期 7,246 11.6 810 603.4 731 － 438 － 84.55
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年６月期１Ｑ 5,189,511株 29年６月期 5,189,511株

② 期末自己株式数 30年６月期１Ｑ 1,744株 29年６月期 1,744株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年６月期１Ｑ 5,187,767株 29年６月期１Ｑ 5,039,595株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項については、添付資料P.2「1.当四半期決算に関する定性的情報 (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善により、景気は緩やかに回復基

調が続いているものの、米国や欧州の政治情勢の動向、朝鮮半島における地政学リスク等により、その先行きは

不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは、IT事業、建機販売事業を基盤に、太陽光発電事業に注力して、グルー

プ全体の業績向上に努めてまいりました。

その太陽光発電事業につきましては、ソーラーパネル及び関連製品の販売が好調に推移したものの、大型の保

有案件のクロージングが翌四半期以降に集中しており、前年同四半期比においては売上・収益が減少いたしまし

たが、通期計画の進捗は順調に推移しております。

今後の成長のため、引き続き、太陽光発電事業において、受注から建設工事の施工、その後の保守メンテナン

ス、IT技術を活かした遠隔監視など当社グループの強みである独自のワンストップサービスを基軸に市場競争力

を向上させて、グループ全体の業績向上に努めてまいります。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は753,886千円(前年同四半期比6.4％減)、営業損失は

138,073千円(前年同四半期は営業損失26,207千円)、経常損失は141,527千円(前年同四半期は経常損失23,376千

円)、親会社株主に帰属する四半期純損失は92,018千円(前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失

22,930千円)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

１．IT事業

当社主力製品「Knowledge Market」、MS事業におけるライセンス販売、SI、運用保守等により、売上高27,665

千円(前年同四半期比42.7％増)、セグメント利益1,500千円(前年同四半期比78.3％減)となりました。

２．建機販売事業

WWB株式会社(以下、「WWB」という)において、建機を国内及び海外に販売した結果、売上高189,421千円(前年

同四半期比35.0％増)、セグメント損失5,842千円(前年同四半期はセグメント損失5,074千円)となりました。

３．太陽光発電事業

ソーラーパネル及び関連製品を販売した結果、売上高536,799千円(前年同四半期比16.9％減)、セグメント損失

40,744千円(前年同四半期はセグメント利益42,504千円)となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は7,099,572千円となり、前連結会計年度末に比べ2,407,186千

円増加いたしました。これは主に、販売用不動産が1,231,290千円、仕掛品が996,922千円増加したこと等による

ものであります。固定資産は1,676,129千円となり、前連結会計年度末に比べ31,179千円減少いたしました。

この結果、総資産は、8,775,701千円となり、前連結会計年度末に比べ2,376,007千円増加いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は6,010,946千円となり、前連結会計年度末に比べ2,465,553千

円増加いたしました。これは主に、前受金が2,226,490千円増加したことによるものであります。固定負債総額は

1,766,871千円となり、前連結会計年度末に比べ33,501千円増加いたしました。

この結果、負債合計は、7,777,818千円となり、前連結会計年度末に比べ2,499,055千円増加いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は997,883千円となり、前連結会計年度末に比べ123,047千円

減少いたしました。

この結果、自己資本比率は10.9％(前連結会計年度末16.8％)となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年８月31日の「平成29年６月期 決算短信」で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連

結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

該当事項はありません
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 671,787 634,725

受取手形及び売掛金 334,557 487,023

商品 423,436 452,430

販売用不動産 73,228 1,304,518

仕掛品 2,635,065 3,631,987

貯蔵品 781 186

その他 757,904 793,075

貸倒引当金 △204,374 △204,374

流動資産合計 4,692,386 7,099,572

固定資産

有形固定資産 1,222,423 1,208,872

無形固定資産

のれん 270,062 244,744

ソフトウエア 20,105 29,302

その他 102 102

無形固定資産合計 290,270 274,148

投資その他の資産

関係会社長期貸付金 370,352 363,079

関係会社長期未収入金 35,801 32,878

その他 156,680 164,532

貸倒引当金 △368,220 △367,381

投資その他の資産合計 194,613 193,108

固定資産合計 1,707,308 1,676,129

資産合計 6,399,694 8,775,701

負債の部

流動負債

買掛金 331,249 461,977

短期借入金 1,027,488 1,062,470

1年内返済予定の長期借入金 697,325 811,379

未払金 36,004 54,858

未払法人税等 162,451 137,461

前受金 849,501 3,075,991

賞与引当金 23,895 10,838

訴訟損失引当金 7,246 7,246

その他 410,230 388,725

流動負債合計 3,545,392 6,010,946

固定負債

長期借入金 1,466,997 1,514,702

繰延税金負債 122,083 109,717

その他 144,289 142,451

固定負債合計 1,733,370 1,766,871

負債合計 5,278,763 7,777,818
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 700,634 700,634

資本剰余金 44,951 44,951

利益剰余金 332,727 209,582

自己株式 △845 △845

株主資本合計 1,077,467 954,322

非支配株主持分 43,463 43,560

純資産合計 1,120,930 997,883

負債純資産合計 6,399,694 8,775,701
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 805,619 753,886

売上原価 638,706 591,895

売上総利益 166,912 161,991

販売費及び一般管理費

役員報酬 16,950 28,200

給料 65,292 86,893

支払手数料 49,348 40,509

減価償却費 1,055 14,829

のれん償却額 ― 25,318

その他 60,474 104,313

販売費及び一般管理費合計 193,120 300,064

営業損失（△） △26,207 △138,073

営業外収益

受取利息 234 27

持分法による投資利益 ― 1,345

為替差益 7,741 2,781

貸倒引当金戻入額 ― 3,156

その他 570 1,246

営業外収益合計 8,546 8,556

営業外費用

支払利息 3,313 11,008

持分法による投資損失 2,001 ―

その他 400 1,002

営業外費用合計 5,715 12,011

経常損失（△） △23,376 △141,527

特別損失

固定資産除却損 ― 127

特別損失合計 ― 127

税金等調整前四半期純損失（△） △23,376 △141,655

法人税、住民税及び事業税 215 △23,919

法人税等調整額 △662 △25,814

法人税等合計 △446 △49,734

四半期純損失（△） △22,930 △91,920

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― 97

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △22,930 △92,018
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △22,930 △91,920

四半期包括利益 △22,930 △91,920

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △22,930 △92,018

非支配株主に係る四半期包括利益 ― 97
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

ＩＴ事業 建機販売事業
太陽光発電

事業
合計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高

外部顧客への売上高 19,384 140,315 645,919 805,619 ― 805,619

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 19,384 140,315 645,919 805,619 ― 805,619

セグメント利益又は損失(△) 6,927 △5,074 42,504 44,357 △70,565 △26,207

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△70,565千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であります。

全社費用は主に管理部門で発生した経費です。

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

ＩＴ事業 建機販売事業
太陽光発電

事業
合計

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

売上高

外部顧客への売上高 27,665 189,421 536,799 753,886 ― 753,886

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 27,665 189,421 536,799 753,886 ― 753,886

セグメント利益又は損失(△) 1,500 △5,842 △40,744 △45,086 △92,987 △138,073

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△92,987千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であります。

全社費用は主に管理部門で発生した経費です。

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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